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当教室における子宮筋腫の統計
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　当教室における昭和26年度から34年度までの，最近　　　40～49才をピークとして大体対称的な山をなしてい

9年間の子宮筋腫入院患者］53例について統計的観察　　　る。今村・田栗らの報告もほとんど同様で，19才以下

を行つたので報告する。　　　　　　　　　　　　　　0，20～29才1％，30～39才23％，40～49才79％，50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～59才19％，60才以上1％としている。若年では河田
　　　　　成　　績　　　　　　　　　　　　　　　　　　は13才11ケ月の少女における指示頭大の粘膜下筋腫を

　　1・頻度　　　　　　報告し，その他22才，23才の若年に発生したとの報告
　昭和26年から34年までの婦入科入院患者1・694名中・　　があるが，自覚症状発生から手術を施行するまでの

子宮筋腫患者は153名で9・0％にあたる。年度別にみる　　　期間が，特に結婚前の少女では長くなりがちなので，

と表1のごとく32年度の6・3％が最も少く，34年度の　　　発見年令が遅れることも若年者に少い因と考えられ

15・5％が最も多い。諸家の報告では，全婦人科患者に　　　る。

対する頻度に関し，今村3．1％，沼部3．4％，岡本4．46

％と報じ・長崎大学の入院患者を対照とした統計で　　　　図1．　　　年　　　令

は6．　03％の報告がある。また35才以上の婦人のうち
Wi。，k，1によれば約・2％，　B。yl。によれば2・％醐　　和　

腫をみると云う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タρ

表1．　　　　　頻　　　　度

年　　度

昭和26

　　27

　　28

　　29

　　30

　　31

　　32

　　33

　　34

婦人科入院
患　者　数

212

302

194

201

198

171

157

184

175

筋腫入院
患　者　数

　　17

　　20

　　13

　　15

　　15

　　22

　　10
　　14
、　　27

百　分　率

クρ

6P

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴e　30　←e　ρ　　6a　グo才
　　計119941　1531　・・0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．発生部龍

　　2．手術時年令　　　　．　　　　　　　　　　　　　体部と頸部をさらに腔上部と縢部としてわけた場

　手術時年令は図1のごとく，最少年令26才，最高年　　　合，表2のごとく，体部が絶対的に多く95，5％を占

令66才，平均43．9才で，いつれの年度においも40～49　　め，陸上部3・3％，腔部1．3％の順である。すなわち頸

才が最も多い。60才以上は1．3％，】9才以下はなく，　　　部は4．6％となるが，他の報告では，Bigelow　O・35％，

8．0％・

9．9

6．7　　　　90
7．4

　　　　　　　2e7，5

ユ2・2　　　　　）e

6．3

7．6　　　　　　‘0
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　　　　　　　0
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衰2，　発生部位　　　　％で・その働尿轄や・腸・血管圧迫症状駐訴と

＼＼発生部位

発青方向　＼・＼．

粘膜下
問　　質

漿膜下
合　　併

体　部

11

71

28

36

頸　部
腔上部
頸　部
握　部

lil

計

13

74

28

37

百分率

したものは全くなかった。

8．5
表4．　　　　　主　　　　訴

・・，・　主　副例　剃E一分率
18．2

22．8
不正子宮出血

月　経　痛

　　計　1461・1・11531・O・O　過多月経
百分tw・　1　95・・13・・「…i・・…1　欝罷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腰　　　　痛

山崎4．2％，今村12．6％等がある。上記3型中，最も　　　　腹　　　　痛

少い腔部鞭の発生頻蹴0．1～O，6％とされている　性器脱垂感

が，わカミ教室では膣部鞭が・．3％でやや多くみられ　無月経

る。腫瘍の発育方向による分類では筋層内が最多で

52
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45

44

55

6

10

1

3

34．O％

17．6

29．4

28．7

35．9

4．0

6．5

0．7

2，0

50・6％，次いで混合型，漿膜下，粘膜下の順である・　　　　月経との関係については表5のごとく，先づ量との

今村・田栗らによれば・筋層内42・1％粘膜下8・．4％，　　闘係では，多量29．3％，中等盤64・3％少量6・5％で・

漿膜下17・6％，混合型31・9％としているが，これとほ　　　順，不順との関係は表6のごとく順64・3％，不順35・8

とんど同値である。　　　　　　　　　　　　　　　　％，また持続日数は衷7のごとく最小2日最大，20日

　　4．大きさ　　　　』　　　　　　、　　　　　　平均6，4日である。なほ初潮年令は，図2のとおりで

　子宮全体の大きさ，すなわち，子宮の巾，厚さ，長

さのうち最大のものについて10cm以下から20cm以　　　表5．　　　月経最との関係

綜雛鷲鍵搬鵡撮瓢＿量uc－！数1胃分率
。m、、。。、であった．わが国臨ける駄鞭。報　　多　　　・・　　2・・3％

告には小川の32．21k9．、力藤・片山の36×29×35・m　　　、中

8．2kgなどがある。．少
99

10

64．3

6．5

計　1　1531　1・…
表3．　　　　大　　き　　さ

最大倒　計　障分率　表・・　服と不順と・関係
10cm以下

10～15cm
『16～20c7n

200n以上

44

76

23

10

28・・％

@周　剃例　数陣分率
i豊1　”r順　　98－64・・TA

6．5　不順　55　35。8
評「－ @153｝1m　　計　i　15311・…
5．主訴及び月経　　　　　　　　　　　　　　　　　表7・　　　持続日数との関係

．血の52例34・4％であるが，不正子宮出血に関する諸家　　一一一一一
表4のごとく蜥のうち最も多いのは・不正子酬　持続磁例　剃百分率

の鮪では岡村88・5％今村37・・％・吉永・9・・％等・・ @1露1あり，統計成績はまちまちである。そのほか過多月経
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7～　9日
は29．4％月経不順は28．7％ある。また性器脱垂感及
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10～15日
び無月経は夫々子宮脱・妊娠例にみられたものであ　　　　15日以上

35
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る繍購び騰の、，　，。＠。圧鰍、，39．9　計「　15311・・…
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平均15．8才を示し最小は13才，最高は19才であつた。　　　　図4・　　　赤　血球数

本症患藩は初潮が早く，更年期が遅く，月経周期は短
く詩続日数蕨いとされているカ・，量詩続日拠　　イii｝

おいては約30％がそのような状態に当てはまるが，平
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
均初潮年令は正常入の平均と変らず，意義のある値は

得られなかつfoe’　　　　　　　　　　　　　　　　　炉

　図2．　　　初　潮　年　令
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5．　　　白　血球数tθ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f31

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9e
　　6．血液所見

　血液所見は図3のごとく，Hbザーリーは最低31％，　　　　iO

最高96％で60～69％が最も多く，平均70．40／oで，沼部　　　　20

の72％，岡本の67・5％，今村の78・7％とほぼ同様であ

る。Hb　60％以下の者は不正子宮出血，過多月経の両　　　　　tb

方を訴えているものが多いが，全体的にみて軽度の貧　　　　　o

血を呈する。

図3．　血色素鐙　　　　蓑8・　合併症
Pll　　　　　　　　合併副例　劃百分率

o
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t・・Pt’6

　3

　1

　2

ユ23

4，6％

6．0

1．3

0．7
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0．7

L3
69，0

，。灘総2r蕩く鑑慧鷲㌔　：il153「1・…
本342．5万，今村359万とほとんど同じである。

　白血球は図5のごとく5000代が最も多く，最少3000，　　合併症が附属器に関係するもの15・3％そのうち卵巣

最多14700（卵管溜膿腫合併例）で，平均6258である。　　のものが8・7％，妊娠との合併3・6％，子宮脱2・0％・

諸家の報告では，沼部6800，岡本5977，今村7116と報　　　悪性腫瘍との合併は・両側の卵巣癌O・7％・子宮体癌

じている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L3％である。附属器合併症の卵管溜水腫，卵管卵巣

　　7，婦人科的合併症　　　　　　　　　　　　　　　　嚢腫の形で合併しており，卵管膿瘍は1・3e／o，慢性卵

　婦入科合併症のないものは表8のごとく69．0％で，　　　管炎は0・7％で少い。
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　8・不妊笈び経産回数　　　　　　　　表11．　　手術々式

村・眼らは㈱鷹35・3％，頸部鞭33・3％・膝部　　，’　薩パ　 12i　・．8
鞭゜％と輔しているが・こ描とほ蠣じ徹あ　捻　除　術［　3　2．・
る。　　　　　　　　　　　　　　　　T　　　　　　　手術せず掻孤術のみ　　　　　1　　　　0・7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポロ　ー　氏手術　　　　　　1　　　　　0・7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　＿＿＿＿＿」＿　　　　　　　・L・＿

表9のごとく原発性不撚㈱筋i騨 J鰻　手術・式i例釧百分簗
難露1灘1灘鞭輪鐙讐戴％写”騒謡諦婁「『劃　毒：野

表9・

C不 @妊　　　　一　T’”tti；IF’…一一L一　15311。。．0
発生部位

体　　部

陸上部
縢　　部

i　　7ド女壬を訴える者
1　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　l

総墜厘型塑墜1圭炎1重巫　　　　結論

’4奄戟@‘i剛舗1度講璽轡　す欝頻

　　計i・53　i46　129・9｛・・i15・0　・・一・9才に最も郷9・％であ・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）発生部位は体部95・5％，頸部4．6％，発育方向

　経産回数は表10のごとくで，最高は15回というのが　　　による分類では筋層内50．6％，漿li莫下182％，矛胡莫下

1例あり，平均2．1圃で2回継がゴ跳多いが，平均　8・5％・湿峯E型22・8％である。

圃数は今村の3．78，沼部の3．1，岡本の3．73より少し　　　4）大きさは最大2（［×17x23cm，2800gで11～15

低い゜平均分娩圓数は一般婦入に比し少いが，頻麿婦　　　cmの間が一番多い。

にも木症の発生する菓は珍しくない。　　　　　　　　　　5）主訴は月経不順35・脇1・子正子宮出血34・4％，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月経過多29．4％等が多く，次いで子富の圧迫症状であ

　表10．　　経産回数　　　　　 る唾瘤感，腹痛，腰痛が多いe

L，＿．．一L－．　2）手争1糊嚇令43．9才，最少26才，鵬・・才・

雛回数1例　蜘百分率　6）轍所見はHbは31～96％の剛で，平均7°°4

　　　O

　　　J．

　　　2

　　　3

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

　　10回以上

不　　　　明

　46

　23
　　　
t・．・　28

齢榊
、・
P9

　16

　7
　8
　1
　1
　1
　1
　2

一一一一一一
@　　％　赤」血球は200～510万の範囲で平均は355万・白血

・…％ ?G、，。。。－1、7。。の“’、EMiで鴨、・258で全働・・搬

］5．0

　　　　　　の貧拍Lを暴する0
18，2
　　　　　　　7）婦人科合併痘を有するもの31・O％・そのうち附
12．4

、0．4　属器醐係するもの15・3％・卵巣のもの8・7％・悪性

4．1　　　睡瘍2・0％である。

5．3　　　　　8）原発性不妊は体部筋腫30％，聾1部筋願40％で経

Q．7　　　　産回数は平均2．1回，最高15回である。

O．7　　　　　9）乎術々式は，根治手術97・0％，そのうち腹式

0・7　　　89．2910，瞠式7，8％であり，捻除術2・0％で妊娠合併の

O・7　　　　6例中1例はポ目一氏手術，1例は掻孤術のみであつ

1・3 @　た。全手術において欽死亡例はみられなかつft。

計　i　153　1…0　岩撒授のraWR：tt’g，徽閲欄1す。。

　　9．手術々式　　　　　　　　　　　　　　　　　文　献
　裏11のごとくであるが，根治術式を97・0％に行いそ　　①今村臣正。田栗雪雄：産婦の世界　6；8，776，昭28

のうち腹式が89．2％，膝式7．8％，粘膜下筋腫に捻除　　　②岩圧1正道：日本産婦人科全書　1；2－1　　⑤加藤

術を行つたの糊あ・・璽合併していた・例中講嘘婦鞍艦野論劃翫鯉
1例は掻瓠術だけで筋腫手術は行わず，妊娠10ヶ月で　　　魔婦実際　1；10，12，昭27　　④沼部元大．菅野恒

ポロー氏手術を行つた1例がある。全手術において一　　　久：産婦実際　3；12，753，昭29　⑦岡本訥：産
次死亡イ列をよみられな7bxったo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l噺｝爽際　　4：　6，　377，　肛召30


